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議
会
だ
よ
り
第
36
号

第
８
回
内
子
町
議
会
議
員
研
修
会

　

４
月
16
日
、
内
子
町
議
会
議
員
18
人
が
出
席
し
、「
第
８
回
内
子
町
議
会
議
員
研
修
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
今
回
は
、「
限
界
集
落
実
態
調
査
」「
内
子
町
教
育
改
革
懇
談
会
の
答
申
（
学
校

統
廃
合
）
」「
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結
果
報
告
」
に
つ
い
て
、
町
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員　

池
田　

洋よ
う

助す
け

　

住
民
福
祉
課
保
健
福
祉
班
を
中
心
と

し
た
限
界
集
落
調
査
検
討
委
員
会
か
ら
、

「
限
界
集
落
実
態
調
査
」
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
報
告
に
先
立
ち
、
稲
本
町
長
か

ら「
限
界
集
落
に
対
す
る
考
え
方
・
思
い
」

と
し
て
所
感
が
述
べ
ら
れ
、
町
長
の
出
身

地
で
あ
る
村
前
地
区
の
変
遷
、
現
状
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
過
疎
化
の
進
む
地

域
で
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
の
か
な

ど
、
中
山
間
地
の
農
村
の
疲
弊
を
憂
う
と

共
に
、
ど
う
立
て
直
せ
ば
よ
い
か
、
ま
さ

に
地
域
再
生
へ
の
取
り
組
み
を
充
実
し
な

け
れ
ば「
地
域
が
な
く
な
る
」
と
い
う
強

い
危き

惧ぐ

を
覚
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
で
は
、
27
行
政
区
が
限
界

集
落
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
２
行
政
区

を
除
く
25
行
政
区
が「
限
界
集
落
」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も「
限
界
集
落
」
と
は
、
長
野

大
学
の
大
野
晃あ

き
ら

教
授
が
唱
え
た
概
念
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
集
落
人
口
の
半
数

を
超
え
、
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
農
業
用
水

や
生
活
道
の
維
持
管
理
な
ど
の
社
会
的
共

同
生
活
の
維
持
が
困
難
な
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
集
落
の
こ
と
で
す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
今
後
日
本
全
国
に
あ

る
過
疎
市
町
村
６
万
２
千
集
落
の
う
ち
、

約
２
千
６
０
０
の
集
落
が
消
滅
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
あ
る
意

味
で
は
、
長
年
地
方
の
農
村
・
漁
村
や
離

島
が
社
会
的
に
放
置
さ
れ
て
き
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
調
査
は
、
町
職
員
が
実
際
に
現

地
に
赴
き
、
住
民
か
ら
聞
き
取
り
す
る
と

い
う
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
ご
と

に
現
状
と
課
題
を
拾
い
出
し
、
こ
れ
か
ら

限
界
集
落
実
態
調
査
に
つ
い
て

　

通
園
す
る
。
実
施
時
期
は
２
０
１
４
年

　

３
月
末
ま
で
と
す
る
。

○
統
廃
合
の
基
本
的
な
視
点
は「
子
ど
も

　

に
と
っ
て
は
ど
う
か
」で
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
。

○
現
在
お
よ
び
将
来
に
予
測
さ
れ
る
児
童

　

生
徒
の
状
況
を
考
慮
し
、
極
端
な
少
人

　

数
学
級
は
解
消
す
る
と
い
う
基
本
的
立

　

場
も
、
統
廃
合
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は

　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た

　

め
の
話
し
合
い
を
十
分
に
行
い
、
統
合

　

後
の
通
学
手
段
に
つ
い
て
児
童
生
徒
の

　

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
方
策
を
講
じ

　

る
こ
と
。

○
統
廃
合
に
関
す
る
児
童
生
徒
の
事
前
交

　

流
や
諸
行
事
、
施
設
の
利
活
用
な
ど
、

　

十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。

○
統
廃
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
一
定
の
財
源

　

に
つ
い
て
は
、
設
備
な
ど
教
育
環
境
の

　

改
善
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
用
途
に

　

使
用
す
べ
き
で
あ
る
。

○
廃
校
と
な
る
学
校
や
幼
稚
園
の
施
設
、

　

跡
地
の
活
用
は
、
防
災
へ
の
備
え
な
ど

　

も
念
頭
に
置
き
、
地
域
の
大
切
な
共
有

　

財
産
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
軸
に
据
え

　

て
有
効
な
活
用
方
法
を
考
え
る
こ
と
。

　

今
回
の
統
廃
合
を
視
点
と
し
た
議
員

研
修
会
を
通
し
て
、
人
口
減
少
に
よ
る
地

域
格
差
の
背
景
に
は
、
い
ま
社
会
現
象
と

な
っ
て
い
る
限
界
集
落
問
題
や
、
町
村
合

併
に
よ
っ
て
山
間
部
か
ら
都
市
部
に
移
動

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
で
の
地
域
住

民
の
苦
悩
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

か
な
ど
、
そ
の
方
策
も
含
め
て
、
数
年
後

に
は
改
め
て
検
討
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

小
学
校
は
、
す
で
に
極
端
な
少
人
数
学

級
を
編
成
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校

が
三
校
あ
り
ま
す
。
今
後
、
移
住
者
政
策

の
推
進
な
ど
に
よ
り
校
区
の
見
直
し
を

行
っ
て
も
、
現
状
を
解
消
す
る
児
童
数
の

増
加
は
非
常
に
困
難
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
統
廃
合
す
べ
き
と
の
結
論
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

幼
稚
園
は
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う

集
団
教
育
が
困
難
と
な
る
園
児
数
10
人
に

満
た
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
統
合
す

べ
き
と
の
結
論
で
し
た
。

■
具
体
的
方
針

①
内
子
小
学
校
と
石
畳
小
学
校
を
統
合
し

　

石
畳
小
児
童
は
内
子
小
へ
通
学
す
る
。

　

実
施
時
期
は
、
２
０
１
４
年
３
月
末
ま

　

で
と
す
る
。

②
天
神
小
学
校
と
御
祓
小
学
校
を
統
合
し

　

御
祓
小
児
童
は
天
神
小
へ
通
学
す
る
。

　

実
施
時
期
は
、
２
０
１
４
年
３
月
末
ま

　

で
と
す
る
。

③
小
田
小
学
校
、
参
川
小
学
校
、
お
よ
び

　

田
渡
小
学
校
を
統
合
し
、
参
川
小
と
田

　

渡
小
の
児
童
は
小
田
小
へ
通
学
す
る
。

　

な
お
、
小
田
小
学
校
の
校
舎
は
建
物
な

　

ど
の
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
改
築
な

　

ど
を
含
め
耐
震
化
計
画
と
連
携
を
図
っ

　

た
形
で
の
統
廃
合
と
す
る
。
実
施
時
期

　

は
２
０
１
４
年
３
月
末
ま
で
と
す
る
。

④
小
田
幼
稚
園
と
参
川
幼
稚
園
を
統
合
し

　

参
川
幼
稚
園
の
園
児
は
小
田
幼
稚
園
へ

　

ド
イ
ツ
人
の
友
人（
広
島
大
学
准
教
授
）

が
、「
ド
イ
ツ
に
は
過
疎
は
な
い
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
な
ん
で
も
、
１
週
間
の
う

ち
月
～
金
曜
日
ま
で
は
都
会
に
住
ん
で
働

き
、
土
、
日
曜
日
は
田
舎
で
過
ご
す
そ
う

で
す
。「
ド
イ
ツ
人
ス
タ
イ
ル
だ
」と
言
い

ま
す
。
彼
女
の
提
案
で
は
、「
松
山
市
へ

は
内
子
町
か
ら
通
え
る
の
じ
ゃ
な
い
の
？

高
速
も
あ
る
し
、
十
分
通
勤
で
き
る
と
思

う
け
ど
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
、
ド

イ
ツ
と
日
本
と
は
地
理
的
に
も
、
文
化
的

に
も
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
人
の
気
質
は
多
種
多
様
な
異
文
化
を
取

り
入
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
新
し

い
生
活
様
式
と
し
て
広
が
る
可
能
性
も
無

く
は
な
い
と
も
思
え
ま
す
が
、
現
実
的
に

は
国
家
的
な
方
向
付
け
が
今
後
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
田
舎
が
暗
い
イ

メ
ー
ジ
に
な
ら
ず
、
少
し
で
も
明
る
く
な

る
よ
う
に
、
取
り
組
み
を
確
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
地
方
の
生
き
る
道
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員　

森
並　

隆た
か

幸ゆ
き

　

今
回
の
内
子
町
教
育
改
革
懇
談
会
の
答

申
で
は
、
中
学
校
に
関
し
て
は
通
学
区
域

の
変
更
も
統
廃
合
の
変
更
も
行
わ
ず
、
現

状
の
ま
ま
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
学
級
編
成
、
指
導
体
制
の

充
実
、
部
活
動
の
維
持
が
で
き
る
か
ど
う

具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。
調
査
項
目
は「
農

林
業
対
策
」「
生
活
環
境
」「
社
会
福
祉
」「
地

域
医
療
」
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
別

に
整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
問
題
と
し
て
は
、
や
は
り
町
営

バ
ス
、
福
祉
バ
ス
を
含
め
た
公
共
交
通
に

対
す
る
不
満
や
不
安
が
最
も
多
く
、
こ
れ

が
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
生

活
必
需
品
の
買
い
物
な
ど
、
現
実
の
懸
念

と
関
連
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
自

治
会
や
共
同
作
業
な
ど
の
地
域
組
織
の
維

持
も
、
人
口
減
少
の
中
で
負
担
と
な
る
な

ど
の
問
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
急
速
に
進

む
高
齢
化
・
過
疎
化
の
中
で
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
、
迅
速

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
交
通
手
段
の
問
題
は
、
具
体
的
な
支
援

の
た
め
の
財
源
確
保
な
ど
、
相
当
困
難
な

道
の
り
が
予
測
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
対
策
を
進
め
る
う
え
で
、「
限
界

集
落
」と
位
置
付
け
ら
れ
た
呼
称
に
は
大

変
違
和
感
を
持
っ
て
お
り
、
地
域
の
人
々

に
と
っ
て
も
大
変
失
礼
な
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。
町
の
施
策
と
し
て
は「
地
域
再
生

計
画
」
と
か
、
も
っ
と
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
繰

り
返
し
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

回
限
定
さ
れ
た
地
域
の
人
々
も
現
状
を
望

ん
で
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
第
一
次
産
業

に
対
し
て
今
ま
で
国
が
取
っ
て
き
た
政
策

が
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
国
の
責
任

は
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

№ 行政区
全  体 65 歳以上 高齢化

率
55 歳以上 準高齢

化率世帯数 男 女 人口 世帯数 男 女 人口 世帯数 男 女 人口
1 山鳥坂 6 4 7 11 6 4 7 11 100.00 6 4 7 11 100.00 
2 池田２ 13 10 12 22 11 7 11 18 81.82 11 8 12 20 90.91 
3 池田１ 23 20 22 42 21 14 19 33 78.57 23 17 21 38 90.48 
4 下臼杵 15 15 19 34 17 12 12 24 70.59 14 8 13 21 61.76 
5 北浦 14 16 12 28 13 10 9 19 67.86 14 13 11 24 85.71 
6 臼杵中 19 19 21 40 22 14 13 27 67.50 19 16 15 31 77.50 
7 東組 24 26 28 54 21 15 21 36 66.67 24 21 23 44 81.48 
8 中田渡４ 11 8 14 22 11 4 10 14 63.64 11 6 13 19 86.36 
9 源台 21 19 22 41 17 10 15 25 60.98 20 16 20 36 87.80 

10 上川上 31 27 31 58 22 14 21 35 60.34 26 20 27 47 81.03 
11 上日ノ地 27 31 32 63 24 17 21 38 60.32 27 23 27 50 79.37 
12 野村 23 26 25 51 20 11 18 29 56.86 21 14 20 34 66.67 
13 乙影山 21 23 21 44 16 11 14 25 56.82 19 16 18 34 77.27 
14 大平 18 13 21 34 14 5 14 19 55.88 15 7 15 22 64.71 
15 上川西 31 33 39 72 26 19 20 39 54.17 28 23 23 46 63.89 
16 北深 20 20 17 37 14 9 11 20 54.05 18 14 14 28 75.68 
17 上田渡谷 17 20 19 39 12 10 11 21 53.85 14 14 13 27 69.23 
18 熊ノ滝 28 35 36 71 23 17 21 38 53.52 25 21 24 45 63.38 
19 祝谷 19 14 22 36 15 6 13 19 52.78 18 11 15 26 72.22 
20 石畳７ 61 66 73 139 46 29 44 73 52.52 50 37 48 85 61.15 
21 豊秋町 18 20 24 44 15 11 12 23 52.27 16 11 16 27 61.36 
22 中田渡１ 35 29 40 69 25 12 23 35 50.72 30 17 26 43 62.32 
23 長田 62 66 78 144 47 29 44 73 50.69 54 37 51 88 61.11 
24 道徳 13 13 17 30 10 5 10 15 50.00 10 5 10 15 50.00 
25 日野泉 10 11 11 22 7 5 6 11 50.00 8 7 7 14 63.64 
26 八代 66 37 62 99 56 15 46 61 61.62 59 19 49 68 68.69 
27 立川中央 138 112 175 287 121 43 106 149 51.92 131 59 113 172 59.93 

■限界集落調査対象行政区の人口状況など　（平成 21 年 11 月１日現在）


